
車椅子は福祉機器として古くから用いられ

てきたものの一つですが、自走式のものが大

部分であり、坂路、悪路などにおいて使用者

や介助者に多大な負担が強いられていました。

最近では、電動車椅子が利用されるようにな

り、障害者の負担が軽減され、行動範囲も広

がっています。また、電動３輪車、電動４輪

車なども高齢者の足として利用されるように

なってきました。 

電動車椅子の問題点として、自走式の車椅

子に比べ重いことがあげられます。このため、

わずかな段差でも乗り越えることが難しく、

車輪が溝などに落ちた場合、簡単には持ち上

げることはできません。駅などの階段でも自

走式の車椅子であれば、２、３人で持ち上げ

て階段を上ることも可能ですが、電動車椅子

では困難です。バリアフリーが提唱され、一

部公的な建物ではスロープやエレベータなど

が取り入れられていますが、町中ではいたる

ところに段差があり、電動車椅子の障害とな

っているのが現状です。  

 アメリカでは２輪でバランスをとることが

でき、段差や階段なども昇降できる電動車椅

子が開発され注目されています。我が国でも、

リフト機構を車椅子に取り付け段差昇降を行

うものや、一車輪に４個のタイヤを取り付け、

階段を昇降する車椅子など、段差や階段に対

応できる電動車椅子の開発が行われています。 

 当研究所においても、一車輪に３個のタイ

ヤを取り付け、10cm 程度の段差昇降ができ

る電動車椅子を試作しました。写真は外観を

示したものです。図１に示すように、通常走

行では、前輪を一輪のキャスタとし三輪で走

行します。段差昇降時は図２のように前輪の

キャスタを上げ、四輪を接地させ前後輪を同

期して回転させることにより段差を昇降しま

す。 

 段差や階段に対応できる電動車椅子は利用

者の行動範囲を大きく広げることができ、要

望も多いが、実際にはほとんど利用されてい

ません。これは経済性、操作性、安全性など 

 

 

 

の問題が原因と考えられます。電動車椅子の

購入では公的な助成を受けることができます

が、限度額を超えた分は個人の負担となるた

め、高機能であってもあまり価格の高いもの

は敬遠されます。また、機能が増えれば重量

や形状が大きくなり、操作も複雑となること

から、利用者には扱いにくいものになります。

さらに、付加した機能に対する安全対策を施

す必要も生じます。 

 現在では、電子、制御分野での最新の技術

が電動車椅子にも適応されるようになってき

ました。今後こうした問題が解決され、障害

者の方々の社会進出がますます進むことを期

待します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 試作車椅子 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 通常走行 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 段差昇降 
 
 
 

段差に対応できる電動車椅子の開発 
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